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上田蚕糸専門学校校歌作詞文学博士上田萬年先生（明治44年6月校歌を募集制定》
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第3代校長・初代学部長
伊藤武男

　（昭和20年12月～昭和33年8月）

第2代学部長　林　貞三
　（B’｛和133‘卜8，1～口召和35q㌧3月，

第3代学部長　小泉清明
　（昭和35年4月～昭和41年4月）

歴代校長・学部長

初代校長　針塚長太飾（明治43年8月～昭和13年3月）

第2代校長　井上柳梧
　（昭和13年3月～昭和20年12月）
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簾7代学部長　北條静正
　（昭和50年4月～昭和56年11月）

第4代学部長　柳沢延房

　（昭和41年4月一昭和43年4m

第8代学部長　長島栄一
　（昭和56年11月～昭和60年6月）

第5代学部長　自樫　侃
　（昭和43年4月～昭和47年4月）

現学部長　篠原　昭

　　（昭和60年6月～）
第6代学部長　田ロ亮平
　（昭和47年4月～昭和50年4月）
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開校当時の教官

　　　　　　20



和田教授 井上教授 築地教授 新楽教授 三吉教授

石倉教授 川瀬教授 三谷教授 阿形教授 大滝教授

早川教授 朝比奈教授 原田教授 遠藤教授 北島敏授

半田講師 古谷講師 勝木教授 佐藤（春）教授 佐藤（利）敦授

岩岡購師 石森助敏授 林助教操 松村助教授 官島助教投
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一婿慶一ニー

開校当時の講堂旧本館二階中央（大正初期）

授業風景（大正初期）

草
創
期
の
授
業
風
景
・
校
内
の
主
な
建
物
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授巣風景（大正初期）
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開校記念展示品・蒸気エンジン

　　　　　　　　（大正2年）

足踏座ぐり実習（大正初期》
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簡易水道用貯水タンク開校当時は水道及びガス等

すべて自給自足であった（大正初期》
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製糸エ鳩及び貯薦庫（大正初期） 石崖ガス発生童及びガスタンク（大正初期）
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雪の校書全景（大正初期）

大正初期の蚕室と桑国
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　　繭乾燥室及び
蒸気発生用汽確室
　　　（大正初期）

貯桑室（大正初期）
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關校当蒔の工場1（大正初期〕1

養蚕科教官用実験室
　　　　（大正初期）
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師
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可

加美好男胸像

一
篭
謝

朝比奈晃十教授

（大正2年～5年｝

　朝比奈教授は明治44年ドイツに留学中

に入綱の研究をはじめたようである。本

校在任中同教授の教えfであった加美好

男氏（蟹糸科3回）は後に新興人絹（株）

技帥長となる。

　本学図書館には同氏より寄贈された人

絹に関する寅重な図書が加美文庫として

保存されている。

ラチンガー社製遠心紡糸機

　　　　（日東紡KK寄贈）

入
造
絹
糸
の
勃
興

わ
が
母
校
に
お
い
て
は
、
創
立
当
初
よ
り

人
造
絹
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究
教
授
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
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フライデラー社製の破砕機（昭稀6年）

歴史はめぐる……

蚕糸が人絹に遭われる図
（昭和10年｝

人緬製造突習（昭和15年）
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